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はじめに
　子宮頚癌は、前癌状態である子宮頚部異形成・上
皮内癌では子宮を失うこともなく完治も可能だが、
進行癌の場合は子宮を失うばかりでなく、生命への
危険を伴うこともある。
　近年、子宮頚癌の危険因子としてヒトパピローマ
ウイルスの感染や複数のセックスパートナーが注目
されており、癌の低年齢化も進んでいる。しかし、婦
人科受診は内診が主体となり、差羽心を伴うため受
診に対して抵抗を抱く人は少なくない。
　そこで、実際に婦人科受診に対する意識を確認す
るために、基礎的知識のある看護婦を対象に意識調
査を行なったので結果を報告する。
1研究方法
1．対象：在職する一般看護婦736名（産婦人科外
　　　　来・病棟は除外する）
　　　　アンケート用紙配布736枚　回収645枚（回
　　　　収率87．6％）
2．調査期間：平成13年9月ll日～20日
3．調査方法：1）平成10年4月1日～13年3月31日ま
　　　　　　　　での子宮頚部異形成・上皮内癌、
　　　　　　　　子宮頚癌の診断を受けた9階西病
　　　　　　　　棟入院患者（図1～3）
　　　　　　2）無記名式質問紙調査
皿結果及び考察
質問紙調査の結果については図4～7に示す。
1．20歳代（図4）
　　癌検診あり14％に対して、なしと答えたものが
　84％と、子宮頚癌への罹患意識は低いと思われる。
　今回の調査では初体験の年齢や、セックスパート
　ナーの数については調査していないが、子宮頚癌’
　の危険因子とされているためこの年代から検診
　の必要性を促していく必要がある。だが、自覚症
　状に対しての婦人科受診への意識は他の年代と
　大差はみられていない。
2．30歳代（図5）
　　出産件数の増加に伴い癌検診が行なわれてい
　るが、定期的に行なわれているかは今回の調査か
　らは不明である。この年代においては前癌状態が
　最も多く、またその後40歳代の子宮頚癌患者が増
　加することから、極めて注意が必要となってく
　る。
3．40歳代（図6）
　　今回の調査上では過去の検診なのか、現在も検
　診を受けているのかは不明ではあるが、40歳代は
　出産経験の有る無しに関わらず、癌検診を受けて
　いる人が約80％と高かったことから、癌検診への
　意識の高さが伺える。
4．50歳代（図7）
　　閉経の時期を迎えるためか、不正性器出血では
　受診率が高くなっている。また、癌検診率も高く
　なっているが、これも過去の検診なのか定かでは
　ない。
皿おわりに
　今回の調査からは20歳代から30歳代での癌検診に
対して意識の低いことが明らかになった。過去三年
間のデータにおいても子宮頚部異形成・上皮内癌は
検診での発見であるため、20歳代からの子宮癌検診
による異常の早期発見が望まれる。
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